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企画｜ドネルモ（SII Culture Labパートナー）ドネルモ donnerlemot@gmail.com

お問い合わせ

人と人は、少しずつずれています。見ているものも、感じていることも、
話したくなることも、同じではありません。

けれど、そのずれがあるからこそ、思いがけないことばが生まれたり、
誰かの見方に、いつもの景色を動かされたりする。
「ずれ日和」は、話す・聴く・見ることを通して、

自分とは違う見方や感覚に出会うワークショップです。

右記の二次元コードから申込フォームにアクセスし、
必要事項をご入力ください。

お申し込み定員

開催日時

2026年10月11日（日）10:30‒12:20

30名程度（先着順）

無
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対話型鑑賞

渋谷国際都市共創機構 文化醸成ラボ（SII Culture Lab）

ずれ日和は、「ちがいをちからに」を体験するワークショップです。

　　当日の流れはこんな感じです。（途中休憩もあります！）

自分のなかの、

いろいろな人に会う

SII Culture Labは、一人ひとりが持つ違和感やズレ、既存の枠組みに収まりきらない感覚を、新しい

関係や表現、まちのあり方を生み出す力として捉え直す文化醸成ラボです。対話や表現を通して、

「あらゆるちがいが、まちのちからになる」可能性を渋谷のさまざまな場所で探求しています。

「ずれ日和」で体験する、3つのこと

体験１ 体験2 体験3

はじめに

山内　泰

同じものを見て、

違う景色を話す

まちにある、小さな

「ずれの力」を見つける

チェックイン

おわりに 全体ふりかえり

Culture Lab

ササハタハツまちラボ

「ササハタハツ」を魅力的なまちにしていくために、産官学民の多様な人材が参画し、まちの将来像

を共有し実現するための場・仕組み・組織で、ササハタハツエリアでの暮らしの質の向上を目的に、

関わりたくなる「場所」と「仲間」があるまちを目指して活動しています。

ドネルモ代表理事。東京大学先端
科学技術研究センター社会包摂
システム分野特任研究員。「対話
の効能」（せたがや文化財団）ファ
シリテーター等

まちの保健室
地域のなかで誰でもふらっと立ち寄り、
話せる場を週1回ひらいています。
オープンダイアローグをベースに、子育て
や学校、家族、地域のことなどさまざま
なテーマで一緒に対話しています。
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トーキング
サークル当事者研究

つながりが生まれる
対話の体験とそのやりかた

こんな方におススメ！ こんなヒントがあるかも！

地域で集った際、
場が盛り上がらない…

コーディネーター ファシリテーター

初対面の人同士でも
話しやすい場づくりのやりかた

イベントや活動に、いつもと
違う人にも来てほしい…

お互いの違いを
楽しめる体験とそのやりかた

自分とは違う意見を、
どう受け止めたらいいか…


